令和２年度発達障がい者相談支援員等研修会（概要）　

＜目的＞
　思春期・青年期は、発達障がいに起因する困難さが顕在化しやすく、不適応、ひきこもり、精神障害等の二次障がいに至るケースがみられる。
そこで、思春期・青年期における発達障がい児者の相談に適切に対応できる人材を育成するための研修会を実施する。
＜研修概要＞

	研修回数
	年間５回（１回あたり３時間）

	内　　容
	自己認知の促進、本人・保護者への相談支援、二次障がいへの対応と支援、面接の仕方、事例検討等

	対 象 者
	就相談支援事業所、就労支援事業所、ハローワーク、若者サポートステーション、ひきこもり生活支援センター、相談機関、教育機関、療育機関、市町村等の職員。
※資格、職種等は問わない。

	申し込み
	申込書に必要事項を記入し、ファクシミリ又は電子メールで申し込む。

	定員
	各回先着50名まで


＜研修会中止の場合の対応について＞

新型コロナウイルス感染拡大、悪天候等により研修会の開催を中止する場合は、子ども発達支援課のホームページにその旨を掲載し、各申込者に連絡をする。
＜研修カリキュラム＞
	回数・日時・場所
	研修内容・講師

	第１回

令和２年９月１０日（木）

１３時３０分～１６時３０分

福祉人材研修センター　ホール
	○発達障がいの診断と特性
○思春期から青年期の発達障がい児者の現状（相談編）　

　　講師：原田　豊　所長（鳥取県立精神保健福祉センター）

	第２回

令和２年１０月２３日（金）

１３時３０分～１６時３０分

福祉人材研修センター　ホール
	○思春期から青年期の発達障がい児者の現状（教育編Ⅰ）
①「高等学校の現状」
　　講師：千﨑　木綿子　指導主事（県教育委員会事務局高等学校課）
②教育支援センター『ハートフルスペース』の取組
　　講師：泉　久美子　指導主事（県教育委員会事務局いじめ・不登校
総合対策センター）

	第３回

令和２年１１月１２日（木）

１３時３０分～１６時３０分

エキパル倉吉　多目的ホール
	○思春期から青年期の発達障がい児者の現状（教育編Ⅱ）「大学の現状」

○自己認知を促す取組と支援

　　講師：井上　菜穂　准教授（鳥取大学学生支援センター）

	第４回

令和２年１２月１６日（水）

１３時３０分～１６時３０分

米子市文化ホール　イベントホール
	○二次障がいへの対応と支援Ⅰ
①「二次障がいについて」「発達障がいと薬物療法」

講師：佐竹 隆宏 医務部長（鳥取県立総合療育センター）　　　　

②ひきこもりへの支援の現状
講師：山本 恵子 理事長（ＮＰＯ法人鳥取青少年ピアサポート）

	第５回

令和３年１月１４日（木）

１３時３０分～１６時３０分

福祉人材研修センター　ホール
	○二次障がいへの対応と支援Ⅱ「不登校・ひきこもりについて」

○事例検討「事例から学ぶ思春期から青年期の発達障がい児者への支援」

　　講師：原田 豊 所長（鳥取県立精神保健福祉センター）


